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１．目的 
間伐が必要な林分を対象に、森林の機能区分・保安林の種類等の施業制限を前提条件として、選択可能な

間伐の方法とその得失を提示するため：（１）生物多様性等の機能に配慮した施業制限の効果を判定する。

（２）立地条件に応じた適正な間伐作業法を長所・短所と共に提示し、選択の指針を示す。（３）自然条件

に応じた低コスト路網整備法と利用法を長所・短所と共に提示し、選択の指針を示す。（４）施業体系全体

のコストを、補助金やボランティアの受け入れを考慮した収支計画として示す。 

 

２．当年度研究成果の概要 
・35 年生のヒノキ人工林に設定したプロットにおいて列状間伐を行い、林分構造の変化を解析した
結果、個々の木の成長は、それ自身のサイズと正の相関を示し、周囲に生育するより大きな個体の
胸高断面積合計と負の相関を示した。競合する範囲は半径５ｍ内と推定され、個体の成長を規制す
る基本的なパターンは同一であることがわった。 
・林齢が 20～30 年の間伐直後（１年後）５林分、無間伐５林分を選び昆虫の多様性を調べた結果、
間伐によって直ちに昆虫の種の多様性は高まるが、これらの多くは周囲の林分から、間伐で生じた開
放空間に飛び込んできた可能性が高いと考えられた。 
・ハーベスタ＋フォワーダによる３タイプの伐出作業分析を行い、タイプ別の生産性及びコストを明
らかにした。 
・作業道を開設するために必要な因子について、地形要因、道の規模の要因、土の要因の関係から検
討した結果、斜面傾斜は、土の最大乾燥密度、CBR 値と相関が高く、また、盛土のり勾配とも相関が
認められ、斜面傾斜の大きさで、斜面を構成する土の締固め特性が推定出来ることがわかった。 
・収入予測サブシステムの開発を継続し、材価入力、採材指定等の改善を加えるとともに、カラマ
ツのパラメータを導いた。また、コスト予測サブシステムについて、間伐のコスト予測手法の改良と
主伐のコスト予測手法の開発を行った。 
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５．評価結果の概要 
各実施課題は、それぞれの達成目標に向けて、着実に進行している。この種の研究課題を実施するのに

３年間という期間は短いが、その期間で何ができるかを考えながら研究が進められている。来年度が最終

年度なので、早い段階で成果の総合的な示し方について議論し、使いやすい形に研究成果をとりまとめて

いただきたい。 
 

６．評価において改善を指摘された事項への対応 
研究成果の総合的な示し方を議論するとともに、達成目標に向けて研究成果をとりまとめる。 

 

 


